











































用い，ASR 劣化した PC 梁構造物の曲げ耐荷性能を算定する解析モデルを確立している． 


























































氏 名 京 都 太 郎 
（論文審査の結果の要旨） 







1. ひび割れ幅も考慮できるひび割れ密度 B 法（ひび割れ長さ×ひび割れ幅 /当該面積）
を提案し，PC 梁構造物の調査に有効であることを示している．また，ひび割れ密度
B 法と最大膨張量には高い相関性があることを確認している．  





適用することにより，ASR 劣化した PC 梁構造物の曲げ耐荷性能を算定できる解析モ
デルを確立している． 






用した曲げ耐荷性能評価法の提案を行い，ASR 劣化した PC 橋脚梁にて曲げ耐荷性能
評価を適用し，結果の妥当性を確認している．  
 









要旨公開可能日： ２０１８ 年  ２ 月 ２０日以降 
